
Z世代を起爆剤に多様な主体が奏でる

常盤平団地エリアのリ・ブランディング

松
戸
市
は
、
千
葉
県
の
北

西
部
に
位
置
し
、
都
心
か
ら

約
20
㎞
、
電
車
で
約
30
分
と
、

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
し
や

す
い
場
所
に
あ
る
。

鉄
道
網
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
、

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
、
新
京
成
線
、

東
武
野
田
線
、
北
総
線
、
流

鉄
流
山
線
の
6
路
線
、
鉄
道

駅
は
23
駅
、
そ
の
う
ち
乗
換

駅
は
5
駅
あ
る
。
２
０
１
５

年
３
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

の
一
部
列
車
で
東
京
・
品
川

方
面
へ
の
直
通
運
転
を
行
う

「
上
野
東
京
ラ
イ
ン
」
が
実
現

し
、
松
戸
駅
か
ら
東
京
駅
ま

で
最
短
24
分
で
ア
ク
セ
ス
可

能
と
な
り
、
都
心
へ
の
通
勤

が
さ
ら
に
便
利
に
な
っ
た
。

松
戸
市
の
発
展
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
高
度
経

済
成
長
期
に
お
け
る
、
旧
日

本
住
宅
公
団
（
現
在
の
都
市

再
生
機
構
）
に
よ
る
「
常
盤
平

団
地
」
の
建
設
で
あ
る
。
国
内

の
大
規
模
団
地
建
設
の
先
駆

け
と
し
て
、
１
９
６
０
年
４

月
に
入
居
開
始
し
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
市
内
で
の
大

規
模
団
地
建
設
が
続
き
、
市

内
の
人
口
は
、
毎
年
1
万
人

規
模
で
増
加
し
た
。

現
在
の
人
口
は
、
一
般
市

で
は
最
大
規
模
と
な
る
50

新
や
再
生
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
市
総
合
計
画
で
は
将
来

都
市
像
を
「
多
世
代
が
と
も

に
い
き
い
き
と
思
い
思
い
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
」
と
描
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
で
あ
る
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
「
多
様
性
と
包
摂
性

の
あ
る｣

社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
市
民
、
地
域
、
行
政
等

が
分
野
の
垣
根
を
越
え
て
繋

が
る
重
層
的
地
域
共
生
社
会

の
展
開
、
産
学
官
民
等
の
多

様
な
主
体
の
連
携
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

万
人
弱
で
、
人
口
は
微
増
傾

向
だ
が
、
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
全
国
平
均
よ
り
も
低
く

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
若
い
世

代
が
結
婚
と
子
育
て
に
価
値

と
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
人
口
急
増
期
に
整

備
さ
れ
た
都
市
基
盤
は
、
道

路
等
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
約

50
年
が
経
過
し
、
公
共
施
設

も
7
割
超
が
整
備
後
30
年

以
上
経
過
し
て
い
る
。
耐
震

化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の

長
寿
命
化
を
図
り
つ
つ
、
更

少子高齢化が進み課題が複合化している常盤平団地エリアで、SDGsネイティブ、デジタルネイティブな

Z世代がまちづくりに主体的にかかわる仕組みを構築し、エリアのリ・ブランディングを進める。

 松戸市における自治体SDGsモデル事業の取り組み（令和４年度）

※ 合計特殊出生率：人口統計上の指標で、一人の女性が出産
可能とされる15歳から49歳までに産む子供の数の平均を
示す。この指標によって、異なる時代、異なる集団間の出生
による人口の自然増減を比較・評価することができる。



松
戸
市
が
抱
え
る
課
題

松
戸
市
の
発
展
の
礎
を
築

い
た
常
盤
平
団
地
は
、
入
居

開
始
か
ら
60
年
以
上
が
経
過

し
、
老
朽
化
や
住
民
層
の
高

齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
度
経
済
成
長
期
に
建

設
さ
れ
た
大
規
模
団
地
の
多

く
は
同
様
の
課
題
を
有
し
て

お
り
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
や
周
辺
エ
リ
ア

を
含
め
た
地
域
活
性
化
に
向

け
て
、
若
い
世
代
と
の
交
流

を
推
進
し
て
い
く
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
４
つ
の
大

学
（
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学

短
期
大
学
部
、
千
葉
大
学
園

芸
学
部
、
日
本
大
学
松
戸
歯

学
部
、
流
通
経
済
大
学
）
が

あ
り
、
市
外
出
身
者
も
多
く

在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
学
生

全
体
の
市
内
へ
の
就
職
率
は

５
％
程
度
と
低
い
状
況
で
す
。

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
高

さ
か
ら
、
働
く
場
所
を
都
内

に
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、
市

内
４
大
学
が
あ
る
と
い
う
利

点
を
、
市
内
で
の
若
い
世
代

の
活
躍
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組

み
概
要

目
標
は
、
多
様
な
主
体
の

連
携
や
若
い
世
代
の
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
松
戸
市
で

は
次
の
3
つ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

＜
「
ま
つ
ど
産
学
官
民
連
携
窓

口
」の
開
設
＞

事
業
提
案
窓
口
を
１
月
16

日
に
開
設
し
、
民
間
事
業
者

等
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
い

ま
す
。
提
案
が
事
業
に
つ
な

が
っ
た
例
と
し
て
は
、
市
内

特
産
物
で
あ
る
梨
の
生
産
過

程
で
大
量
に
出
る
剪
定
枝
を

活
用
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
減

の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
製
作
す
る

取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

＜
「
ま
つ
ど
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構

築
＞松

戸
市
内
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

事

業

者

等

を
登

録

す
る

「
松
戸
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
登

録
制
度
（
仮
称
）
」
を
構
築
し
、

そ
の
情
報
を
発
信
・
共
有
す

る
こ
と
で
、
幅
広
い
市
内
事

業
者
の
意
識
啓
発
と
取
り
組

み
へ
の
参
画
を
促
す
と
と
も

に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
民
間
同
士
の
連
携
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

＜
Ｚ
世
代
を
起
爆
剤
と
し
た

常
盤
平
団
地
の
リ
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
推
進
＞

市
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
は
、
関
係

事
業
者
や
市
民
の
方
と
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
「
ま
つ
ど

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と
称

し
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に

は
、
住
民
、
関
係
事
業
者
、
市

内
大
学
及
び
在
学
生
が
事
業

の
方
向
性
を
共
有
す
る
場
と

な
る
「
ま
つ
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ャ

ラ
バ
ン
推
進
会
議
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
（
左
の
写
真
参

照
）

事
業
推
進
の
主
体
と
な
る

市
内
在
学
の
大
学
生
か
ら
は
、

常
盤
平
団
地
エ
リ
ア
の
調
査

研
究
、
「
ま
つ
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
の
発
表
を
経

て
、
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
に

向
け
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
生
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普

及
啓
発
に
向
け
た
ロ
ゴ
の
作

成
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な
ど

も
担
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
千
葉
大
学
予

防
医
学
セ
ン
タ
ー
と
都
市
再

生
機
構
と
連
携
し
、
同
エ
リ

ア
を
歩
い
て
巡
る
健
康
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ
」
を
設
け
た
り
、
市
内
大
学

が
同
エ
リ
ア
内
で
実
施
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
つ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
等
に
支
援
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
ん
で
み
て
苦
労
し
た

こ
と調

整
全
般
は
市
が
担
っ
て

い
る
た
め
、
住
民
、
事
業
者
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊

重
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
多
く
の
時
間
を
要

し
ま
し
た
。

ま
た
事
業
に
関
わ
る
大
学

生
が
主
体
的
に
事
業
に
関
わ

る
体
制
構
築
に
も
尽
力
し
ま

し
た
。
大
学
生
が
知
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
を
調
査
で
き

る
よ
う
に
、
市
が
後
方
支
援

を
担
う
こ
と
で
、
や
り
が
い

を
も
っ
て
事
業
に
参
画
し
て

も
ら
う
た
め
で
す
。
「
松
戸
市

の
取
り
組
み
は
面
白
い
か
ら

関
わ
っ
て
み
た
い
」
と
の
声
が

大
学
生
か
ら
自
然
と
あ
が
り
、

関
わ
る
大
学
生
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
理
想
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
の
展
開

常
盤
平
団
地
の
魅
力
向
上

に
向
け
て
、
大
学
生
が
提
案

し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
実
現

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向

け
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

取
り
組
む
事
業
者
等
を
応
援

す
る
「
松
戸
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言

登
録
制
度
（
仮
称
）
」
を
開
始

予
定
で
す
。
松
戸
市
内
の
事

業
者
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
者
は
約

3
割
に
対
し
、
こ
の
制
度
に

参
加
意
欲
の
あ
る
事
業
者
は

約
6
割
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
者

の
参
加
を
得
て
、
松
戸
市
全

体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向

 常盤平団地  まつどSDGsキャラバン
推進会議の様子

け
た
取
り
組
み
の
裾
野
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
の
地
域
へ
の
展
開

常
盤
平
団
地
の
事
例
を
、

高
齢
化
が
進
ん
だ
大
規
模
団

地
を
抱
え
る
他
の
地
域
に
横

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
常
盤
平
団
地
は
、

過
去
に
も
、
団
地
自
治
会
の

取
り
組
み
が
社
会
課
題
の
解

決
の
先
行
事
例
と
し
て
「
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
」
な
ど
の
海
外
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
注
目

度
が
高
い
エ
リ
ア
で
す
。
そ
の

た
め
、
Ｚ
世
代
の
ア
イ
デ
ア

や
行
動
力
を
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
成
功
事
例
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。


